
安 全 保 障 理 事 会 決 議 1 7 4 8 （ 2 0 0 7）  
2 0 0 7 年 3 月 2 7 日 、 安 全 保 障 理 事 会 第 5 6 4 8 回 会 合 で 採 択  
 

安 全 保 障 理 事 会 は 、  
 従 前 の 関 連 安 保 理 諸 決 議 、 と り わ け 決 議 1 5 9 5（ 2 0 0 5）、 1 6 3 6（ 2 0 0 5）、

1 6 6 4（ 2 0 0 6）、 1 3 7 3（ 2 0 0 1） お よ び 1 5 6 6 （ 2 0 0 4） を 想 起 し 、  
 2 0 0 5 年 2 月 1 4 日 の 爆 弾 テ ロ お よ び 2 0 0 4 年 1 0 月 以 来 の レ バ ノ ン に お け

る 他 の す べ て の 攻 撃 に 対 す る 最 も 強 い 非 難 を 再 確 認 し 、 ま た 、 こ れ ら の 攻

撃 に 関 わ っ た 者 が 、 彼 ら の 犯 罪 に 対 す る 責 任 を 問 わ れ な け れ ば な ら な い こ

と を も 再 確 認 し 、  
 決 議 1 5 9 5 ( 2 0 0 5 )、 1 6 3 6 ( 2 0 0 5 )、 1 6 4 4 ( 2 0 0 5 )な ら び に 1 6 8 6 ( 2 0 0 6 )に 従 っ

て 提 出 さ れ た 、 国 際 独 立 調 査 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」） の 報 告 書 を 検 討 し 、 
 こ の テ ロ 攻 撃 の あ ら ゆ る 側 面 に 対 す る レ バ ノ ン 当 局 の 調 査 に 対 す る 支 援

に お い て 、 困 難 な 状 況 の 下 で の 任 務 達 成 へ 向 け て 、 卓 越 し た 専 門 的 な 任 務

を 継 続 し て い る 委 員 会 を 賞 賛 し 、  
 調 査 プ ロ セ ス の 安 定 性 と 継 続 性 を 確 保 す る た め に 、委 員 会 の 任 期 を 2 0 0 7
年 6 月 1 5 日 よ り さ ら に 最 大 一 年 間 延 長 す る こ と を 求 め る 2 0 0 7 年 2 月 2 1
日 付 け の レ バ ノ ン 首 相 か ら 事 務 総 長 宛 の 手 紙 ( S / 2 0 0 7 / 1 5 9、同 封 )に 留 意 し 、

ま た 、 こ の 点 に つ い て 見 解 の 一 致 す る 事 務 総 長 の 提 言 に 留 意 し 、   
 委 員 会 の 、 現 在 の 、 お よ び 計 画 さ れ た 調 査 活 動 に 鑑 み 、 ま た 、 重 要 な 進

展 が 達 成 さ れ て い る 一 方 で 、 現 在 の 任 期 の 終 了 ま で に 委 員 会 が 作 業 を 完 了

で き る 見 込 み が な い と い う こ と 、 お よ び 、 従 っ て 、 予 定 の 期 日 を 越 え て 任

期 を 延 長 す る レ バ ノ ン の 要 請 を 委 員 会 が 歓 迎 す る と の 、 委 員 会 の 結 論 に 留

意 し 、  
 真 相 の 究 明 と 、 こ の テ ロ 攻 撃 に 関 わ っ た 者 す べ て の 責 任 を 問 う レ バ ノ ン

に 対 す る 支 援 を 継 続 す る 意 思 を 表 明 し 、  
１ ． 委 員 会 の 報 告 書 を 歓 迎 す る 。  
２ ．委 員 会 の 任 期 を 2 0 0 8 年 6 月 1 5 日 ま で 延 長 す る こ と を 決 定 し 、ま た 、

委 員 会 が そ の 任 務 の 遂 行 を 完 了 し た 旨 を 報 告 し た 場 合 、 そ れ よ り も 早 期 に

任 期 を 終 了 す る 用 意 が あ る 旨 を 宣 言 す る 。  
３ ． 委 員 会 に 対 し 、 ４ カ 月 毎 、 も し く は 適 当 と 認 め ら れ る 場 合 に は 他 の

い か な る 時 で も 、 理 事 会 に 対 し て 調 査 の 進 行 状 況 を 報 告 す る こ と を 継 続 す

る よ う に 要 請 す る 。  
４ ． 引 き 続 き こ の 問 題 に 取 り 組 む こ と を 決 定 す る 。  


